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背景
lソフトウェアプロジェクトでは⽇々多くの不具合が報告される
l開発者は不具合に関する情報を効率的に把握する必要がある

l開発者⽀援を⽬的として不具合報告を要約する研究が⾏われている
l抽出型
l教師なし学習
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動機
l不具合解決に必要な情報を効率的に収集することを⽬的とする要約は問
題解決過程⽂(問題，要因，解決)を含む必要がある
l解決の必要性について
l他⼈の環境で起きた不具合が⾃分に適応できるか？
lベテランは問題と要因があればよい

l修正，解決⽅法がわからない新⼈などへのサポートツールの提供
l経験が浅くても不具合の解決が可能
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⽬的とアプローチ
l⽬的
l過去に解決された⼤量の不具合報告から，⾃⾝の環境で起きている問題を解
決するために必要な情報の⼊⼿を効率化し，新⼈へのサポートとする．

lアプローチ
l⽂の句構造を⽤いて問題解決過程⽂の特徴を捉え，問題解決過程を考慮した
要約⽣成⼿法を提案する．
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先⾏研究
l既存研究では⽇々⼤量に報告される不具合の内容把握を効率化すること
が⽬的．
l貢献対象はプロジェクトを運営するプロジェクトマネージャやメンテナであ
る．

l作島研究では過去に解決された⼤量の不具合報告から，⾃⾝の環境で起
きている問題を解決するために必要な情報の⼊⼿を効率化することを⽬
的．
l貢献対象はプロジェクトの製品を利⽤する個々の開発者やユーザである．
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進捗
l予備調査のデータ数が少ないので，それを増やす
lGitHubのdocker-library/python リポジトリの不具合報告を対象として
いるのでそこから収集してみる
l収集できた
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